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 陳情趣旨 

   ６年連続で１人当たり３７．５％もの値上げとなる東大和市国民健康保険税値上げ

計画がことし４月から行われようとしています。国民皆保険制度の存続を脅かす「大

改革」であり、拙速に強行すべきではありません。 

   市民の意見も入れ、市としても医療を受ける権利を保障する見地から十分な検討を

行うとともに、今後策定する「国民健康保険会計健全化計画」の中で市の努力による

国保税引き下げ数値なども示した上で市民の理解を求めるべきです。 

   ４月からの値上げを拙速に決めるのでなく、慎重な検討と市民の意見聴取・説明の

ための十分な期間をとるよう求めます。 

 

 陳情理由 

   東大和市は、１月１５日、市国民健康保険運営協議会に国民健康保険税の値上げを 

諮問し、同２９日に諮問どおりの答申を得ました。 

 その内容は、６年連続で国保税を引き上げて１人当たり３７．５％、総額６億 

２，４３０万円もの値上げを行うというものです。その第一歩として、ことし４月か 

ら１人当たり６．２５％、総額１億４０５万円の値上げとなります。 

 ２月２２日から始まる市議会第１回定例会に値上げのための国民健康保険税条例の 

一部改正条例案を提出される見込みです。 

  １．現在、東大和市は、国保加入世帯の国保税負担を軽減するために、一般会計から

国保会計へ７億円を超える繰り入れを行っています。それにもかかわらず、東大和

市の国保税は今でも高過ぎます。他方、国保加入世帯の７割以上が所得１５０万円

以下の世帯です。こうした状況の中で一般会計からの繰り入れをなくして３７．５％



もの値上げを国保加入世帯に課すのは制度の「大改革」であり、十分な検討と市民

的討議が必要です。 

  ２．１月１５日付の市報では１面で「国民健康保険制度が変わります」と特集してお

きながら、値上げについては全くふれていません。国民健康保険運営協議会からの

答申も、２月１５日付市報にようやく掲載されました。しかし、これだけ重大な「大

改革」が、市民に十分に説明される時間もなく２２日から始まる市議会で審議され

ようとしていることは、到底市民の納得を得られるものではありません。 

以上の理由により、慎重な検討と市民の意見聴取・説明のための十分な期間をと

るよう貴議会において採択されるよう求めます。 


